
　　　　　　　　　　

西原のかなしゃがま
（本調子）

私たちが今日一緒に居るのは

二人が揃っているのは

神様も親も許してくれるよ

北の里を探しても

南の里を探しても

貴方ほど、愛しい貴方ほどの人はいない

千人の中から

万人の中から

選び抜いた愛しい人

宮古中を探しても

国中を探しても

心が変わること、思いが変わることはない

貴方と私が夫婦になることは

愛しい貴方と私が夫婦になることは

神様も親も祝福してくれるよ

貴方と私が結ばれたなら
堆肥をうんと入れた肥沃な地に実る
豆の花のように家は繁栄するよ
夕方の豆の莢のようにうんと繁栄するよ

リーフにぶつかって泡立つ波さえ
浜まで来ないことはない
途中で止まることはない
私たちもがんばって繁栄しよう
止まらずに

島が高いのは大神島

島が低いのは池間島

暮らしやすく心地よいのは西原

＜宮古＞

きゅう

にしはら

１．どぅゆたが今日ぬ寄らまいやよ

　　あぐたが今日ぬ揃まいやよ　カナシャガマヨ
　
　　神からぬよ上からどぅよ許すだらよ
　　（※カナシャガマヨ　カナシャガマヨ）

２．北んなつきとぅみりばまいゆ

　　南んなつき探しばまいゆ　カナシャガマヨ
　
　　貴方くいぬゆ　かなしゃんくいゆぬ人てぃやみんど（※）

３．千人がよ中からどぅよ

　　万人がよ中からどぅよ　カナシャガマヨ
　
　　選びうつすすりうつ姉がまかなしゃや（※）

４．宮古とぅなぎやらばまいゆ

　　国とぅなぎやらばまいゆ　カナシャガマヨ
　
　　肝んかわいてぃ胸んかわいてぃあらでぃんがよ（※）

５．貴方とばんとぅが夫婦なっざよ

　　かなしゃとばんとぅが夫婦なっざよ　カナシャガマヨ
　
　　神からどぅよ上からどぅよ許さまいゆ（※）

６．貴方とばんとぅが抱きからやよ

　　っふぁい持つ底地ぬ豆が花だき　ゆーでぃきどぅすど
　
　　ゆさらびぬ　ういが莢だきゆーでぃきどぅすど（※）

７．干瀬んなぶりうぃ波がまじゃんど
　
　　浜や打ちゃだな砂っさ打ちゃだな　なまいむぬぬが
　
　　我にしゃいまい　うやきあすでぃゆ　なまらでぃがよ（※）

８．島ぬ高さや大神ぬ島どぅ

　　島ぬ底さや池間ぬ島どぅ　カナシャガマヨ
　
　　暮らす安すぬ　はだす安すぬ　西村島がま（※）
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１．どぅゆたが今日ぬ寄らまいやよ　あぐたが今日ぬ揃まいやよ　カナシャガマヨ
　　神からぬよ上からどぅよ許すだらよ　（※カナシャガマヨ　カナシャガマヨ）
２．北んなつきとぅみりばまいゆ　南んなつき探しばまいゆ　カナシャガマヨ
　　貴方くいぬゆ　かなしゃんくいゆぬ人てぃやみんど（※）
３．千人がよ中からどぅよ　万人がよ中からどぅよ　カナシャガマヨ
　　選びうつすすりうつ姉がまかなしゃや（※）
４．宮古とぅなぎやらばまいゆ　国とぅなぎやらばまいゆ　カナシャガマヨ
　　肝んかわいてぃ胸んかわいてぃあらでぃんがよ（※）

５．貴方とばんとぅが夫婦なっざよ　かなしゃとばんとぅが夫婦なっざよ　カナシャガマヨ
　　神からどぅよ上からどぅよ許さまいゆ　（※カナシャガマヨ　カナシャガマヨ）
６．貴方とばんとぅが抱きからやよ　っふぁい持つ底地ぬ豆が花だき　　ゆーでぃきどぅすど
　　ゆさらびぬ　ういが莢だきゆーでぃきどぅすど（※）
７．干瀬んなぶりうぃ波がまじゃんど　浜や打ちゃだな砂っさ打ちゃだな　なまいむぬぬが
　　我にしゃいまい　うやきあすでぃゆ　なまらでぃがよ（※）
８．島ぬ高さや大神ぬ島どぅ　島ぬ底さや池間ぬ島どぅ　カナシャガマヨ
　　暮らす安すぬ　はだす安すぬ　西村島がま（※）
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